
」avaプログラミング I

4回目 演 算 子

1 今日の講義で学ぶ内容

・演算子とオペランド、式

・様夜な演算子

・代表的な演算子の使用例

演算子とオペランド

演算子      演算の種類です

例刻ごく,(〕Cシζフ
9掛 け算の記号は xではな<、 *(ア妙リスク)を使います

割り算の記号は 十ではなく、/(万ッシュ)を使います

オペランド 演算の対象です

例えば、5(1直 )、 num(変数)

演算子とオペランドの組み合わせにより構成される数式です

式は演算結果をもちます

式

/4J一般に式は演算結果を持ちますが、演算結果をもたない特殊な
式もあります。]avaプログラミングⅡで解説します

1:オペラン num:オペランド

単一の変数も式と呼びます
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ソースコー ド例

ソースフアイル名 :Sample4…1.java

//変数を用いた式

class sample4_1

{

//numlと num2の四貝」計算

∫

//計算結果の出力   /31     θ

/51

訳
右 λ

を

コピ ■

Иゞb

掛け算は xではなく
*(アスタリスク)を使います

割り算は ÷ではな<
/(スラッシュ)を使いますnuml * num2j

どア/

実行画面

■5と 3の四則計算 :

不El = 18

差 =12
積 =45

商 =5
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演算子の種類

演算子は、算術演算子、ビット論理演算子、シフ ト演算子、インクリメント・ デクリメント

演算子、関係演算子、論理演算子、条件演算子、代入演算子など多彩な分類をもちます

■算術演算子

&   ビット論理積

|   ビット論理和

^    ビット排他白勺言命理和

■シフ ト演算子

くく   左シフ ト

>>   右シフ ト

>>>  符号なし右シフ ト

■その他

+   プラス 【単項演算子】
‐   マイナス 【単項演算子】

～   1の 補数「反転」【単項演算子】

■インクリメント0デクリメント演算子

++   インクリメント 【単項演算子】

…   デクリメント 【単項演算子】

■関係演算子

>   より大きい

〉=   以上

く   未満

く=   以下

==   等 しい

!=   等 し<ない

■論理演算子

!    論理否定 【単項演算子】

&&     論理積

‖   論理不□

踊       【三項演算子】ぐ

n項演算子

加算演算子+

演算子はオペランドの数により単項、

・ 単項演算子  オペランドが ■つ

二項、三項演算子と呼ばれます

例えば、十+(イ ンクリメント)

D次 の コー ドを実行すると、右のよ うに出力されます

(:|:::||:|::li:|::||:|::i:::;:")」
    :     ;::::F

0了〇ミ〇

加算と文字列連結の 2つの役割をもちます
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ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample4_2.java

辣
珊

訃

甲

｀
て
″

t｀

3/′

ぴ づ
η 湯

IOException 。
鶴 、

//キーボード準備
BufferedReader br」
br = new BufferedReader(new lnputstreamReader(Systemoin))j

//整数用の変数
■nt num■ , num2, tmpj
int divj       // 7彗
int mod」     //余 り

//整数の入力

ひ

system.out.println(‖ #剰余付き害」り算#¥n2つの整数を入力して<ださい。
‖
)j

:ili:[il:|:li:llil:i][[][:::1凝
1

こデ
num2 郎闘秋甥諏照り墾製ユnec秘

／

′６

２

//%は余りを計算する演算子
8プ。3

``sli需

モlt奪rintln(ni11ナ :1

卸・t“ P

÷‖+品2/ =‖+島 +‖

/

実行画面

#剰余付き害」り算#

2つの整数を入力してください。

■つ目の整数を入力してください。

11

2つ目の整数を入力して<ださい。

4

11÷ 4=2あ まり 3
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インクリメント演算子

直  後置インクリメント

Qキ 1 
置インクリメント

デクリメント演算子

インクリメント。デクリメント演算子

++     オペランドの変数の値を1増やします

演算結果は次のようになります

変数 aを演算結果とした後、aの l■Lを ■増やします

変数 aの値を 1増やした後、aを演算結果とします

_     オペランドの変数の値を1減らします

演算結果は次のようになります

難
:がうオ 生フ

aの値を 1減らします

aを演算結果とします
a一  後置デクリメント  変数 aを演算結果とした後、

一a 前置デクリメント  変数 aの値を■減らした後、

し 嶼昇,界
が出されるタイミングに注意しましょう

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample4_3.java

ヒロ ι‐
「

｀
n

灘 ヌ作
`ヽ

//前置・ 後置インクリメン ト

class Sample4_
{

public static void main(String[]args)

{

//変数の宣言と初期化
int al=0, a2=05

♪

ユ

θ

■

椰     1賜

♂ 暉

前章ィンクリメントをレ事■
‖
>

ノ |

γ
:[::[:|:::i:|:illl炸Igf31:11現

I;:

system.out.println(‖ a2=‖ o)」2
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実行画面

al=0

a2=0

後置・ 前置インクリメントをします

後置インクリメント(b=al++J)b=0
前置インクリメント(c=++a2」 )c=1
a■ ‐1

a2=■

単独で後置・ 前置インクリメントもできます

後置インクリメン ト al++j

前置インクリメント ++a2j

al=2

a2=2

萄 インクリメント・デクリメント演算子では、

そのオペランドの変数の値そのものが演算前と演算後で変化します

一般に、式を計算するとき、オペランドの値を用いて演算結果を計算します

オペランドの変数の値は参照されるだけで、新しい値が代入されることはありません

例えば、

la」 外として、インクリメント0デクリメント演算子と代入演算子 (次に説明)では

オペランドの変数に新しい値が代入されます

例えば、

numは参照されるだけです

変数 numの値はそのままです

iは参照されるだけです

変数 i・の値はそのままです

前置インクリメン

トなので、加算さ

れた後の変数 iの

値が演算結果です

インクリメント演算子

iの値が変わります

変数 iの値は■加算されます
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代入演算子

複合的な

代入演算子

回・

…
a=a… b

a=a*b
a=a/b
a=a%b
a=a&b
a=alb
a=a^b
a = a くく b

a = a >> b

a = a >>> b

代入演算子

右辺の値を左辺の変数に代入します

演算結果は左辺に代入された値です

9代 入演算子の演算結果の例として

itttliul:%1轟世馨RIます

○・=0

9右 辺の式に、左辺と同じ変数を使用することもできます

甕 i:ut.println(n)3;ア

とすると、フが画面に出力されます

じ 代入演算子の目的は代入です

代入演算子自身の演算結果を利用することは少ないです

左辺と右辺を用いて演凱 をした後、結果を左辺に代入します

演算結果は左辺に代入された値です

■には次のような演算子を入れて利用できます

囲
a… =b
a *= b

a /= b

a %= b

a &= b

al=b
a ^= b

a くく= b
a >>= b

a >>)=b

加算+代入

減算+代入

乗算+代入

除算+代入

剰余+代入

論理積+代入

論理和+代入

排他的論理和+代入

左シフ ト+代入

右シフ ト+代入

符号なし右シフ ト+代入

左辺に代入された値
10が演算結果です

値が変わります

変数 nの値は■0になります

(b二 J「:)

機能的には

a■=b
と

a=a■ b

は同じです
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9右 辺の式に、左辺 と同 じ変数を使用することもできます

il[口:=5,   v、 シ lマ

System.out.println(h)3

とすると、10が画面に出力されます

D複 合的な代入演算子の目的1疑

複合的代入演算子自身の演算結果を利用することは少ないです

ソースコー ド例

ソースフアイル名 :Sample4_4.java

//複合的な代入演算子を用いた総計処理

class sample4_4

{

public static void main(String[]args)

{

int sum=03//総 計用の変数、ゼロで初期化

θ

瑯
//処理内容のメッセージ

system.outoprintln("3つ の整数の総計を求めます。

system.out.println(・ ■つ目の整数は 3・ )」

Sum += 35 Иゞnlヌ幽+3'
System.out.println(‖ 2つ目の整数は 5m);

sum■=53      九

“

,Sい ル■5
System.out.println(‖ 3つ目の整数は 2‖ )i

sum二 2j

//総計の表示

ιИИ・ ИゞИ■2)

+3

十〔ヌ
ク

+2
system.out.println(::総言十は“

}

+(sし

'+‖

です0“ )3

わ

実行画面

3つの整数の総計を求めます。

1つ目の整数は 3

2つ目の整数は 5

3つ日の整数は 2

総計は 10です。
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aくくb 左シフト演算子

変数 aのビット列

シフ トの回数 b

イ″JIJ

シフト演算子      くく、>>、

シフト演算子

>>>  指定ビットシフトします

演算結果は指定ビットシフトした値です

bビット分 aのビット列を左ヘシフトし、

右を 0で理めます

じ シフト演算子のオペランドの変数の値は

加算や減算などの算術演算子と同様に

演算前と演算後で変化しません

bビット分 aのビット列を右ヘシフトし、

aが正の場合は 0で、負の場合は■で左を埋めます

じ 右シフト演算子は左側をO又は 1で埋めることに

よリシフトする値の正負を保持します

bビット分 aのビット列を右ヘシフトし、

0で左を埋めます

>>>b符号なし右シフ ト演算子

010 >

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample4_5.java

実行画面

４

１

a>〉 b 右シフト演算子

変数 aのビット列

//シフト演算
class Sample4_5

{
public static void main(String[]

{

■nt i=2, ansJ

//シフ ト演算例
ans=iくく■3 //■ ビツ ト左ヘ

System.out.println(anS)j
ans=i>>13 //■ ビツ ト右ヘ

System.out.println(anS)3

}

}

args)

(2倍 )

(〇 . 51音 )
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//シフ ト演算の働き

class Sample4_6

{

public static void main(String[]arg5)

{

int i3

short num=53

//ビット列出力

System.out,print(‖ シフト前 田
)3

fOr(i=0」 iく 16ji++)

system.out.print(Ox000■ &(num〉 >(■5-1)))」

System.out.println(::(b);1)3

//シフ ト演算

num くく= 23

//ビット列出力

system.out.print(‖ シフト後 ‖
);

fOr(i=0」 iく ■6;i++)

system.out.print(Oxo00■ &(num〉 〉(■5-i)))3

System.out.println("(b)::)3

ソースコード例
ソースフアイル名 :Sample4_6.java

実行画面

シ
=フ

ト前 0000000000000101(b)

シフト後 0000000000010100(b)
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出 今日の講義のまとめ ヨ:
0式は、演算子とオペランドからなります。演算子は演算の種類、オペランドは演算の対象

です。また、式は演算結果を持ちます。

・演算子には算術演算子やインクリメント・ デクリメント演算子、代入演算子など多<の種

類があります。演算子はそのオペランドの数により単項/二項/三項演算子に分類されます。

・加算演算子は、文字列連絡と加算の2つの役割をもちます。そのオペランドの種類により

どちらかに決まります。

・インクリメント演算子は、オペランドの変数の値を 1増やします。デクリメント演算子は、

オペランドの変数の値を 1減らします。それぞれに前置と後置の書き方があり、これに依存

して演算結果が出されるタイミングが決まります。

・代入演算子は、右辺のオペランドの値を左辺のオペランドの変数に代入します。代入演算

子と算術演算子などを組み合わせた複合的な代入演算子もあります。
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